
・輸出
１．輸出相手国割合（2021年7月）

１位：スイス 37.9%
２位：シンガポール 18.8%
３位：中国 14.4%
４位：コンゴ（民） 10.1%
５位：南アフリカ 2.7%
その他 16.1%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2021年7月）

１位：南アフリカ 28.6%
２位：中国 10.7%
３位：日本 8.7%
４位：インド 7.7%
５位：アラブ首⾧国連邦 6.9%
その他 37.4%

２．主要輸入品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2021年1月から7月までの貿易額。1USD=21.97ZMW（2021年7月ま

でのザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2021年1月から7月までの貿易額。1USD=106円（2021年7月までの

日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞1, 8, 9, 10, 12, 14: Central Statistics Office／ 2, 4, 7: World 
Bank／ 3: ILO／ 5: IMF／ 6, 16, 20: Ministry of Finance／ 11, 13, 15:日
本国財務省貿易統計／ 17, 18:UNCTAD／ 19, 21, 22: Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2021年8月）
在ザンビア大使館
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．「ルサカ南部複合的経済特区、第2四半期までに7,600万米ドルの投資を記録」（Times of Zambia、4日）
ルサカ南部複合的経済特区（Lusaka South Multi-Facility Economic Zone: LSMFEZ）は、2021年の第2四半期までに7,670万米ドルの投資総額を
記録し、年間目標の76.7%を達成した。第1四半期は1,670万米ドル、第2四半期は6,000万米ドルを実現し、投資総額は7,670万米ドルとなった。
２．「ルング大統領、ンドラ新国際空港の開港式に出席」（Times of Zambia、6日）
５日、ルング大統領は、新サイモン・ムワンサ・カプウェプウェ国際空港（Simon Mwansa Kapwepwe International Airport）の
開港式に出席した際に、政府はンドラをザンビアの産業ハブであった栄光の時代に戻すことを約束すると述べた。
３．「ザンビア航空、9月30日に初就航」（Times of Zambia、10日）
ザンビア航空（Zambia Airways Limited）は、2021年9月30日に5つの路線に就航する予定である。右路線のうち、国内線はンド
ラ、リビングストン及びソルウェジ、国際線はヨハネスブルグ及びハラレである。同社は当初、2018年10月24日に就航する予定で
あったものの、様々な問題が発生したために延期となっていた経緯がある。
４．「ザンビア、IMFから約１０億米ドルを受領」 （Daily Mail; Daily Nation; Times of Zambia、11日）
国際通貨基金（InternationalMonetaryFund: IMF）は、加盟国への特別引出権（SpecialDrawingRights: SDR）の一般配分6,500億米ドルのうち、13億
米ドル相当をザンビアに配分することを承認した。IMFは同配分を2021年8月23日に発効し、右によりザンビアの外貨準備は倍増することとなる。
５．「ヒチレマ氏、現職のルング大統領を破り新大統領に就任」（Daily Mail; Daily Nation、16日）
8月12日に行われた総選挙の結果、経済学者で国民開発統一党（United Party for National Development: UPND）党首のハカインデ・ヒチレマ
氏（Hakainde Hichilema）が、愛国戦線（Patriotic Front: PF）のエドガー・ルング大統領を破り、第7代ザンビア共和国大統領に選出された。
６．「クワチャの通貨価値が上昇」（Daily Mail、21日）
20日、クワチャの対米ドル相場は、1米ドルあたり16クワチャを記録し上昇傾向を維持した。これは、様々な市場関係者がクワ
チャ価値の上昇を期待し、米ドルを手放したことで市場への資金流入量が増加したためである。8月12日の総選挙において、ヒチ
レマ氏が大統領に選出されたことを受けてクワチャの通貨価値はさらに上昇すると予想されている。
７．「日本、新政権への支援を約束」（DailyMail、21日）
日本は、ヒチレマ次期大統領（H.E. Mr. Hakainde Hichilema, President-elect）によるザンビアの開発アジェンダに対する継続的な支援を約束し
た。20日、水内大使は同次期大統領を表敬のうえ会談した際に、日本政府は新政権と実りある協力関係を築くことを期待している旨述べた。
８．「ヒチレマ新大統領、不安定な財政の安定化を誓う」（Times of Zambia、25日）
ヒチレマ新大統領は、24日に行われた大統領就任式において、新政権は公的債務と財政赤字を抑制するとともに、対外債務返済が不履
行となっている国家の信頼性を回復することを約束した。
９．「8月のインフレ率、わずかに低下」（Daily Mail; Daily Nation; Times of Zambia、27日）
8月のザンビアのインフレ率は24.4%を記録し、7月の24.6%から低下した。ムセパ・ザンビア中央統計局⾧（Mr. Mulenga Musepa,
Statistician General, Zambia Statistics Agency）によると、自動車の購入価格が下がったことで非食品の年間インフレ率は17％から
16％に低下した一方、肉や果物などの価格が上昇したことで食料品の年間インフレ率は31.2%から31.6%に上昇した。
１０．「ムソコトワネ新財務大臣、「新政府は銅生産量の倍増を計画」」（Daily Nation、30日）
ムソコトワネ新財務大臣（Dr. Situmbeko Musokotwane, Minister of Finance）は、新政府はザンビアを次のマレーシアやシンガポールのような
国家にすべく、雇用創出に取り組むとともに、歳入を増加させるため銅の生産量を年間80万トンから200万トンに増産する方針を表明した。
１１．「ザンビア、最も低い新型コロナウイルス検査陽性率を記録」（Daily Mail、31日）
マラマ保健次官（Dr. Kennedy Malama, Permanent Secretary, Ministry of Health）は、国内の新型コロナウイルス検査陽性率が2%（検
査総数4,282件のうち94件の陽性反応を確認）と最も低い数値を記録したと発表した。右を受けて、同次官は国民に対し、新型コロナウ
イルス撲滅のため予防措置を怠らないよう助言した。

マクロ経済指標 2020年 2021年
1. 人口（百万人） 17.89 -
2. 人口増加率（%） 2.89 -
3. 失業率（%） 12.2 -
4. 平均寿命（男／女） 60.8/66.9 (2019) -
5. GDP（百万米ドル）*1 18,529 (est) 18,955 (est)
6. GDP成⾧率（%） -4.2 (est) 1.8 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,190 -
8. インフレ率（%） 19.2 (Dec) 24.4 (Aug)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 289.04 (Dec) 332.35 (Aug)
10. 貿易収支（百万米ドル） 2629.53 2362.31 *2
11. 対日貿易収支（百万米ドル） -173.71 -200.02 *3
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 7920.20 6067.36 *2
13. 対日輸出（百万米ドル） 186.45 125.14 *3
14. 輸入（総額、百万米ドル） 5290.67 3705.05 *2
15. 対日輸入（百万米ドル） 360.16 325.16 *3
16. 経常収支（百万米ドル） 1,673 (est) -
17. 対外直接投資（百万米ドル） 133 -
18. 対内直接投資（百万米ドル） 234 -
19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 2,900 (est) -

20. 対外債務残高（政府保証債除く）
（百万米ドル）

12,740 -

21. 為替レート（対米ドル） 18.31ZMW 18.07ZMW (Aug)
22. 主要政策金利（現行、年利％） 8.0 (Nov) 8.5 (Feb)


